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開 会 （１３時００分）

議長（渡辺明彦君） これより平成１９年第２回境港市議会定例会を開会いたします。

日程に先立って、諸般の報告をいたします。

去る５月３０日、第１２０回中国市議会議長会定期総会が開催され、勤続表彰がありま

した。

ここで表彰されました方への伝達を行います。

〔議会事務局長表彰議員呼び上げ〕

〔議長表彰状読み上げ 中国市議会議長会、長谷正信議員、在職３２年〕

議長（渡辺明彦君） 本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

議長（渡辺明彦君） 日程第１、会議録署名議員を指名いたします。

署名議員に、康弘議員、平松謙治議員を指名いたします。

日程第２ 会期の決定

議長（渡辺明彦君） 日程第２、会期の決定を行います。

本定例会の会期は、本日から６月２５日までの１５日間といたしたいと思います。これ

に御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、６月１１日から６月２５

日までの１５日間と決しました。

日程第３ 報告第２号～報告第１１号

日程第４ 議案第３２号～議案第３６号

日程第５ 議案第３７号⋞議案第３８号

議長（渡辺明彦君） 日程第３、報告第２号、議会の委任による専決処分の報告について

から、日程第５、議案第３８号、固定資産評価員の選任についてまでを一括議題といたし

ます。

ただいま一括上程いたしました報告並びに議案について、市長の提案理由の説明を求め

ます。

中村市長。

市長（中村勝治君） 報告第２号から報告第１１号までの報告並びに議案第３２号から議

案第３８号までの提案理由につきまして、一括して申し上げます。

報告第２号は、市の義務に属する損害賠償額を定めたものであります。法の定めるとこ

ろにより専決処分をいたしましたので、御報告いたすものであります。
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報告第３号は、交通事故の損害賠償額を定めたものであります。法の定めるところによ

り専決処分をいたしましたので、御報告いたすものであります。

報告第４号は、平成１８年度一般会計におきまして地域密着型サービス拠点整備事業な

ど４事業の繰越額が１億１，６２０万円余と確定いたしましたので、法の定めるところに

より繰越明許費繰越計算書を作成し、御報告いたすものであります。

報告第５号は、平成１８年度下水道事業費特別会計におきまして下水道整備事業の繰越

額が３，１００万円と確定いたしましたので、法の定めるところにより繰越明許費繰越計

算書を作成し、御報告いたすものであります。

報告第６号及び報告第７号は、境港市土地開発公社から平成１８年度の決算に関する書

類及び平成１９年度の事業計画に関する書類が提出され、これを承認いたしましたので、

御報告いたすものであります。

報告第８号及び報告第９号は、財団法人境港市農業公社から平成１８年度の決算に関す

る書類及び平成１９年度の事業計画に関する書類の提出がありましたので、御報告いたす

ものであります。

報告第１０号及び報告第１１号は、財団法人境港市文化福祉財団から平成１８年度の決

算に関する書類及び平成１９年度の事業計画に関する書類の提出がありましたので、御報

告いたすものであります。

以上、御報告いたしましたが、御了承いただきますようお願い申し上げます。

議案第３２号は、平成１８年度の一般会計補正予算（第９号）として専決処分をいたし

たものであります。地方交付税の増額分１億７，０７７万円余を財政調整基金に、また株

式会社水木プロダクションからの指定寄附２，０００万円を水木しげる基金に、それぞれ

積み立てたものであります。以上によりまして、歳入歳出それぞれ１億９，０７７万

１，０００円を増額し、予算総額を１３０億３，１４８万７，０００円といたしたもので

あります。

議案第３３号及び議案第３４号は、平成１９年度の特別会計補正予算として専決処分を

いたしたものであります。老人保健費につきましては、国県負担金等の未収入分による前

年度の歳入不足に対しまして、前年度繰上充用金６，３０３万６，０００円を新たに計上

し、予算総額を３７億７，３４６万２，０００円といたしたものであります。土地区画整

理費につきましては、保留地の未売却等による前年度の歳入不足に対しまして、前年度繰

上充用金２億３，４２５万８，０００円を新たに計上し、予算総額を２１億６，９４９万

円といたしたものであります。

議案第３５号は、地方税法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、市税条例等

につきましても所要の改正を行う必要が生じましたので、法の定めるところにより専決処

分をいたしたものであります。主な内容といたしましては、住宅のバリアフリー改修に係

る固定資産税の特例措置の創設に伴い、必要な申告について規定することなどであります。

議案第３６号は、地方税法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、国民
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健康保険税条例につきましても所要の改正を行う必要が生じましたので、法の定めるとこ

ろにより専決処分をいたしたものであります。内容は、基礎課税額の課税限度額を引き上

げるものであります。

よろしく御審議の上、御承認いただきますようお願い申し上げます。

議案第３７号は、固定資産評価審査委員会委員の長榮善二郎氏が６月２６日をもって任

期満了となりますので、再び同氏を選任いたしたく、法の定めるところにより議会の同意

を求めるものであります。

議案第３８号は、人事異動に伴い、税務課長の足立明彦君を新たに固定資産評価員に選

任いたしたく、法の定めるところにより議会の同意を求めるものであります。

よろしく御審議の上、御同意いただきますようお願い申し上げます。

議長（渡辺明彦君） お諮りいたします。ただいま一括上程いたしました案件については、

即決といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、日程第３から日程第５までは、即

決といたします。

質疑に入ります。質疑がありましたらどうぞ。

〔質疑なし〕

議長（渡辺明彦君） 質疑を終わります。

討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。

定岡敏行議員。

１３番（定岡敏行君） 私は、ただいま上程された即決議案のうち、議案第３５号、境港

市税条例の一部改正の専決処分の承認を求める議案について、これに反対をし、討論いた

します。

これは、地方税法で既に決まったことに伴う条例改正で、中には住宅のバリアフリー化

に伴う固定資産税軽減という歓迎すべき特例措置もあるのですが、附則第１９条の３項で

上場株式等の譲渡益にかかる軽減税率、つまり株の売却益や配当に課税する所得税や住民

税を大幅に減税している証券優遇税制の適用期間を１年延長するという見逃せない問題も

含んでいます。上場されている株式の売却益への課税は、本来なら２０％のところ、

２００３年から２００７年までの５年間の特例措置として１０％に半減、配当所得につい

ても同様に２０％を１０％に優遇してきました。この株取引の利益に対する優遇措置をさ

らに１年延長しようというのがこの中身です。

これは、税務課にも御協力いただき調べたことですけれども、株式等の譲渡所得のある

人の申告所得の階層別分布状況というのを見てみますと、２００４年に株式譲渡所得を申

告した人で５，０００万以上の所得の人、７，５２５人が、株式譲渡所得全体１兆

３，５６９万円の６４．１％を占めています。２００５年度分の申告所得合計で見てみる

と、５，０００万円を超える人が１万２，２４８人で、全体のわずか３．９％ですけれど
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も、この３．９％の高額所得者が、この証券優遇税制で受ける減税額が７３０億円、減税

総額の６５％を占める、１人当たり１，４０７万円もの減税です。１００億円を超える所

得の人は全国で７人、これは０．００２％ですけれども、この人たちへの減税額が２００

億円、１人当たり２８億６，０００万円の減税となっています。証券市場の活性化などと

言いますけれども、その恩恵を受けるのが明白に一部の富裕層、大資産家であることは明

らかではありませんか。

ネットで調べてみましたら、朝日新聞を初め各紙が１年の延長が今国会で決まった証券

優遇税制を廃止していれば、国税、地方税合わせて年７，８００億円以上の税収増が見込

まれることが政府の試算でわかった。試算の数字のうち売却益の税額は源泉徴収分だけの

ため、確定申告分も合わせれば全体の減税規模は１兆円前後に達すると見られるというふ

うに書き、国、地方の税収の１％程度に相当する。恩恵が少数の富裕層に集中するとの指

摘が強く、巨額の減税規模に改めて批判が強まりそうだと指摘しています。

大変な暮らしの困難にある庶民には大増税を押しつけながら、史上最高の利益を続ける

大企業や不労所得で大もうけをする大資産家向けにこのような大型減税の延長ですか。こ

れらを中止すれば、そのごく一部を振り向けただけでも、今急いで手当てしなければなら

ない母子家庭や子供のいる貧困な家庭への支援をふやすことなど、たくさんのことができ

るではありませんか。国が決めたこととはいえ、今、悪政を続ける自民⋞公明のこの政治

に対して、地方から声を上げなければ市民も自治体もやっていけないというこのときに、

はいはい、しようがないでは済まされません。専決処分の承認に反対します。

御清聴ありがとうございました。議員の皆さんの御賛同をお願いし、討論を終わります。

議長（渡辺明彦君） 討論を終わります。

採決いたします。

ただいま討論のありました議案第３５号、専決処分の承認を求めることについて、原案

のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（渡辺明彦君） 起立多数と認めます。よって、議案第３５号は、原案のとおり承認

することに決しました。

次に、ただいま承認いたしました議案第３５号を除く専決処分の承認を求めることにつ

いては、原案のとおり承認することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、議案第３２号、議案第３３号、議

案第３４号、議案第３６号、それぞれの専決処分の承認を求めることについては、原案の

とおり承認することに決しました。

次に、議案第３７号、固定資産評価審査委員会委員の選任について、原案のとおり同意

することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、議案第３７号は、原案のとおり同

意することに決しました。

次に、議案第３８号、固定資産評価員の選任について、原案のとおり同意することに御

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（渡辺明彦君） 御異議なしと認めます。よって、議案第３８号は、原案のとおり同

意することに決しました。

日程第６ 議案第３９号～議案第４７号

議長（渡辺明彦君） 日程第６、議案第３９号、平成１９年度境港市一般会計補正予算

（第１号）から議案第４７号、市道の路線の変更についてまでを一括議題といたします。

ただいま一括上程いたしました議案について、市長の提案理由の説明を求めます。

中村市長。

市長（中村勝治君） 議案第３９号から議案第４７号までの提案理由につきまして、一括

して申し上げます。

議案第３９号及び議案第４０号は、平成１９年度予算関係議案であります。

議案第３９号は、平成１９年度一般会計の補正予算（第１号）であります。

まず、歳出の主な内容について申し上げます。総務費におきましては、境港市みんなで

まちづくり推進会議の委員報酬等１５万円余、宝くじの収益金を活用して行う自治コミュ

ニティー活動への助成金４１０万円、本市議会と中国琿春市人民代表大会常務委員会との

交流事業費２５万円余をそれぞれ増額。民生費におきましては、母子生活支援施設への新

規入所に伴う施設措置委託料２７９万円余を増額。商工費におきましては夕日ヶ丘に建設

中のグループホーム等の整備資金として貸付金３，０００万円、大正町の水木しげるロー

ド沿いに設置予定の妖怪の泉整備事業費２，３３２万円余をそれぞれ増額。教育費におき

ましては、中学校の運動部活動において地域の専門的指導者に対する謝金１０万円を増額

いたしております。

歳入につきましては、歳出に伴う国県支出金などを計上するほか、財源として繰越金を

増額いたしております。

以上によりまして、歳入歳出それぞれ６，０７３万２，０００円を増額し、予算総額を

１１９億７，０７３万２，０００円といたすものであります。なお、あわせて老人福祉セ

ンターの指定管理者の指定に伴う管理委託料について債務負担行為を追加いたしておりま

す。

議案第４０号は、平成１９年度老人保健費特別会計の補正予算（第２号）であります。

平成１８年度に概算払いを受けておりました社会保険診療報酬支払基金からの交付金の精

算に伴う返還金１，２０５万２，０００円を増額し、予算総額を３７億８，５５１万

４，０００円といたすものであります。

－７－



次に、議案第４１号以下、条例等の関係議案について申し上げます。

議案第４１号は、境港市みんなでまちづくり条例の制定で、市民、市民活動団体、事業

者、行政が一緒になって暮らしやすいまちづくりに取り組んでいくために行政参加や協働

などのあり方をルール化し、継続性のある制度として定めるものであります。

議案第４２号は、境港市国民健康保険税条例及び境港市介護保険条例の一部改正で、国

民健康保険税及び介護保険料の２月期の納期限を、うるう年に対応するためにそれぞれ改

めるものであります。

議案第４３号は、境港市営住宅条例の一部改正で、市営住宅の入居手続に必要となる連

帯保証人の人数を２人から１人に改めるものであります。

議案第４４号は、老人福祉センターの指定管理者として境港市老人福祉センター管理運

営受託協議会を指定いたしたく、法の定めるところにより議会の議決を求めるものであり

ます。

議案第４５号及び議案第４６号は、市道の廃止及び認定でありまして、樋ノ上川線開通

に伴い、路線が重複している中野町内の１路線を廃止をし、重複していない部分について、

改めて路線を認定するものであります。

議案第４７号は、市道の路線の変更でありまして、米子空港滑走路延長事業に伴い、市

道外浜線の路線の一部を変更するものであります。

以上、今回提案いたしました付議案につきまして、その概要を御説明いたしました。よ

ろしく御審議の上、御決定いただきますようお願い申し上げます。

議長（渡辺明彦君） ただいま一括上程いたしました各議案に対する質疑は、別に日程を

設けておりますので、その際といたします。

散 会 （１３時２５分）

議長（渡辺明彦君） 以上で本日の日程は議了いたしました。

次の本会議は、６月１４日午前１０時に開きます。

本日はこれをもって散会といたします。御苦労さまでございました。

－８－



地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名する。

境 港 市 議 会 議 長
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